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✦温暖化での生態系変動の理解

✦海洋環境変動への適応機構の解明

温暖化で急増中の南極固有藻類：

海洋環境の変動がトリガーか？
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1. 先行研究: 温暖化環境での南極（南大洋）の生態系変動

3. 結論: 南極クリプト藻種は温暖化環境を好む？
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2. 方法・結果: 水温と塩分等を変えて培養し、代謝速度を測定する

珪藻類

Hayward et al. (2025), Nat. Clim. Change（一部改変）

ハプト藻類 クリプト藻類

クリプト藻類の相対量 (%) 表層海水温 (℃) 表層塩分 (PSU)

1997-2023年で、西南極半島の付近では、

海水温が上昇、塩分が減少傾向である。
クリプト藻類は西南極半島に

集中して存在する。

南大洋の温暖化環境は、クリプト藻種の生存に有利になる可能性。
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高温・低塩分の海水はクリプト藻種の増殖と光合成速度を高める

南極固有クリプト藻種
Geminigera cryophila
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